
lc,n 

詩
歌
が
言
葉
に
よ
っ
て
世
界
を
形
象
化
す
る
言
語
行
為
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
『
萬
葉
集
』
 
に
は
、
「
言
」
な
る
語
が
 
 

言
葉
や
言
葉
の
成
果
と
し
て
の
歌
文
・
詩
、
人
の
噂
、
評
判
、
世
間
の
取
り
沙
汰
な
ど
を
表
わ
し
て
種
々
様
々
に
出
現
し
、
「
言
」
 
 

が
ど
う
す
る
、
ど
う
あ
る
、
と
い
う
表
現
が
そ
の
世
界
を
曲
‥
墨
田
に
彩
っ
て
い
て
印
象
深
い
。
 
 
 

こ
の
歌
集
で
は
、
上
記
の
意
味
で
の
 
「
言
」
が
し
ば
し
ば
 
「
事
」
と
も
表
記
さ
れ
る
が
、
そ
れ
も
古
代
の
東
西
を
問
わ
ぬ
一
一
一
皇
軍
信
 
 

仰
な
ど
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
「
言
」
は
往
々
に
し
で
即
、
「
事
」
 
で
も
あ
り
、
こ
の
両
者
は
語
源
上
同
根
と
見
ら
れ
る
事
か
ら
 
 

も
不
思
議
で
は
な
い
。
「
言
」
 
が
即
「
事
」
 
に
な
る
の
は
、
何
も
古
代
に
限
ら
な
い
。
言
葉
と
し
て
口
に
出
し
た
ら
、
そ
の
表
す
内
 
 

容
が
そ
の
ま
ま
事
実
に
な
る
な
ど
と
い
う
信
仰
こ
そ
、
現
代
人
は
ま
ず
持
た
な
い
が
、
現
在
で
も
、
ロ
に
出
す
言
葉
が
、
そ
の
途
端
 
 

に
で
も
、
人
間
同
士
の
愛
憎
を
始
め
と
し
て
様
々
な
関
係
を
、
実
際
の
事
柄
、
事
態
と
し
て
、
大
な
り
小
な
り
現
出
さ
せ
た
り
そ
の
 
 

切
っ
掛
け
と
な
る
こ
と
は
何
も
珍
し
く
な
い
。
口
に
出
す
べ
き
で
な
い
言
葉
や
表
硯
は
、
何
時
の
時
代
ど
こ
の
社
会
に
も
厳
と
し
て
 
 

存
在
し
、
失
言
と
い
う
言
葉
も
行
為
も
実
在
す
る
。
そ
の
意
味
で
「
二
一
票
空
は
現
今
で
も
生
き
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
が
、
言
霊
信
 
 

仰
が
浸
透
し
て
い
た
時
代
に
「
言
」
が
「
事
」
で
も
あ
っ
た
の
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
り
、
『
馬
糞
集
』
で
は
「
こ
と
」
が
「
言
」
と
「
事
」
を
同
時
 
 

に
表
わ
し
、
こ
の
両
者
の
峻
別
が
容
易
で
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
が
、
本
稿
で
は
、
「
こ
と
」
が
、
現
在
「
事
」
で
表
わ
す
事
柄
、
 
 

事
態
、
事
象
で
は
な
い
 
「
言
」
を
表
わ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
そ
の
実
態
を
整
頓
し
て
眺
め
て
み
た
い
。
 
 
 

『
高
菜
集
』
 
の
言
 
 

1
詩
歌
の
本
質
 
 

森
 
田
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3  2  2   巻  

歌  
九 九 八 〃  

一 一   
番  

○ 九 二  九 六 川  七 五 六1唱 三   ケ   

訃イイ 御 弓郵言 杢言テ御  
の 言 ごi‘‡言 
言草 猟3逆ぎ宜 思  言           】ごし ほ  さ 言宣す 手了 ロー さ ウニ痛ニ：言   

し  み竺   さす  て て1讐 て重  

表  

一重－－  
へ  

へ稚ijりたなて  

現  
李 

も 
に   

4   3   巻   

五  瓦 7t 五 五 五 五 ＃   四 四 囲匹l匹  歌  

九 八七 四 二  常  八 〃 ロ一四 二三 三 二 「   ク 八 七 六 匹 二  六 一       ∵五（⊃ ナ［六  ケ   

菩・寄 閑 人 人 △清閑 成   閃果些 人 言l子 人   

来  言  げすふ吉 宗■ 亨 しふす   ふ た 言 言 ぐ言  
蒜  す姦   
L   

我あ大 外 こ 迷 他㌘事 明 そ   験と結 栄新 玉 人   

表  

規  

ど  

本
稿
も
、
西
本
願
寺
本
菌
栗
東
を
底
本
と
し
て
、
竹
相
禽
裡
製
西
本
鹿
妻
本
萬
棄
集
を
使
用
す
る
が
、
そ
の
校
訂
・
改
訂
、
及
び
 
 

そ
の
訓
み
と
読
み
下
し
表
記
に
つ
い
て
は
、
新
編
H
本
古
典
文
学
全
集
『
高
菜
集
』
H
～
佃
 
（
小
島
憲
之
・
木
下
正
俊
・
東
野
治
之
 
 

校
柱
・
訳
）
小
学
館
（
一
九
九
四
年
～
九
六
年
）
－
以
下
本
稿
で
は
迅
と
略
記
～
に
原
則
と
し
て
依
拠
す
る
。
以
下
の
文
中
、
 
 

例
え
ば
、
②
一
二
二
 
は
、
巻
二
の
一
一
三
番
歌
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
表
の
中
の
「
言
」
 
の
欄
は
、
「
言
」
 
の
姿
を
、
現
代
の
表
 
 

記
で
示
し
、
引
用
表
現
は
、
「
言
」
 
の
 
（
前
後
の
）
 
部
分
の
み
を
原
文
で
、
表
音
表
記
の
も
の
は
、
か
な
、
で
記
す
こ
と
に
す
る
。
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」
ハ
〇
二
 
 

六
二
六
 
 

六
三
〇
 
 

六
三
七
 
 

L
ハ
四
七
 
 

六
五
人
 
 

六
五
九
 
 

六
六
〇
 
 

六
六
一
 
 

六
七
四
 
 

大
八
〇
 
 

六
八
三
 
 

六
人
五
 
 

六
八
九
 
 

七
一
三
 
 

七
二
七
 
 

七
三
〇
 
 

七
四
〇
 
 

七
四
六
 
 

七
四
人
 
 

七
七
三
 
 

問
ふ
 
 

繁
し
 
 

人
言
 
 

問
ふ
 
 

繁
し
 
 

慰
 
 

一
一
口
 
 

込
 
中
一
古
 
 

愛
し
き
言
 
 

尽
く
す
 
 

言
ふ
 
 

中
言
 
 

軍
票
パ
・
没
し
 
 

人
言
 
 

旦
」
m
 
 

人
言
 
 

あ
り
 
 

繁
し
 
 

言
の
み
 
 

言
絶
え
て
 
 

人
手
吉
梢
し
 
 

間
ふ
 
 

見
し
人
の
言
問
ふ
賓
面
影
に
し
て
 
 

君
に
よ
り
言
の
繁
き
を
故
郷
の
明
口
香
の
川
に
 
 

人
事
の
繁
き
に
よ
り
て
よ
ど
む
こ
ろ
か
も
 
 

我
が
身
は
放
け
じ
黎
閃
は
ず
と
も
 
 

人
の
事
こ
そ
繁
き
君
に
あ
れ
 
 

恋
ふ
と
言
ふ
こ
と
は
一
言
の
な
ぐ
さ
そ
 
 

あ
ら
か
じ
め
人
事
楽
し
か
く
し
あ
ら
ば
 
 

人
の
中
吉
聞
き
こ
す
な
ゆ
め
 
 

恋
ひ
恋
ひ
て
適
へ
る
時
だ
に
愛
し
き
事
 
 
 

尽
く
し
て
よ
長
く
ヒ
思
は
ば
 
 

い
へ
 
 

を
ち
こ
ち
兼
ね
て
言
は
五
十
戸
常
 
 

け
だ
し
く
も
人
の
小
言
聞
か
せ
か
も
 
 

謂
ふ
言
の
恐
き
珂
そ
 
 

人
事
を
繁
み
や
君
が
．
鞘
の
家
を
隔
て
て
 
 

臼
一
一
一
一
口
を
だ
に
も
こ
こ
だ
乏
し
き
 
 

垣
穂
な
す
人
辞
聞
き
て
我
が
背
子
が
 
 

醜
の
醜
草
事
に
し
あ
り
け
り
 
 

な
に
す
と
か
そ
の
夕
逢
ひ
て
事
の
繁
き
も
 
 

事
の
み
を
後
も
逢
は
む
と
ね
も
こ
ろ
に
 
 

填
け
る
代
に
我
ほ
い
ま
だ
見
ず
辛
抱
え
て
 
 

こ
f
ト
あ
九
L
 
 

何
せ
む
に
人
目
他
言
辞
痛
み
祝
せ
む
 
 

事
問
は
ぬ
木
す
ら
あ
ぢ
さ
ゐ
 
 

7  6  5  ／、  5  4   

一 一 一 一 ・一 一  
一 一  ○  ○ 九   八 ノし 八 ノ＼  セ セ セ セ  
九 九 七 四 二 一 ○ 九  ○ 七  ク ク 九 八・一  八 八セ セ   

三 一 七 三 三 九 二 三 九 六  七 二   円四 二 一  九 八 六 四   

あ 開 あ 許通 あ あ 言∵寄知  間 言  大だ言言 言 問 間  慧よ壕   
り ふ り す ふ り り 挙 す る  ふ 挙  御左憲’ひ 問 ふ ふ   

げ   げ  ㌻㌻三 伝っひ   カチ  

番人亭主諸  

霞の「」1て弟  

本革   

脈  
いせ 妾ず  ば じ  
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9  8  8   7  

．七／． 七  六  五 五 玉閃 四 四   四 三 三 三 三 三 三  二   
卯  一  二 一 ○ 九 五 力二   ○ 八七 六 四 二 一  五   

九  ⊂）  一 五 六 九 七 六   八ノし六 三 二 九 三  人   

年 間 堅 成 思  羨㌢ 通 繁告 繁持 隠こ   狸繁成雑言成 成  慰芋  
む ふ め る ほ  し  ふ し げ し つ る   苧 し す ゆ痛す す   
し  ゆ   遣べ  し  聞  

る  

誓書ざ萱芸差  
豊前きじ宕 へ  

なびる  が に  

10  10   9  

四 四 囲 四 三 三 三   三 三 三 三 二 0 0 0 九 九 九   セ セ セ セ   
四 二 二三 三 九 九 七   四 二 0 0 七 六 → ○ 九人三   九 九 八 七   
○ 九 八二 八 七 ○   三 ニ セ 五 五 ○ 一 大 八 三：五   三 二 二 田   

待 繁 人 出 繁繁 言   愛三言繁 繁 出しゝ言 哲 告舎 人 先   横 下 通 あ   
つ し 言づ し し 告   しA痛 し し づ 間 ぐ ぐ ぐ 言 立   言ぎ延ばふ り   

げ   し  ひ  つ   ふ   

し 我あ人 言 析我 玉  

む   む  
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二
門
五
九
 
 

二
四
六
六
 
 

二
五
∩
六
 
 

二
五
一
六
 
 

二
五
二
E
 
 

二
五
三
五
 
 

二
五
六
一
 
 

二
五
八
六
 
 

二
五
九
り
 
 

二
六
二
一
 
 

二
六
四
七
 
 

二
七
二
一
 
 

二
七
二
八
 
 

二
七
五
五
 
 

．
一
七
六
八
 
 

二
七
七
〇
 
 

二
七
人
二
 
 

五 五 五  
八 ノヽ 七  
ヽ  

達
し
 
 

空
一
一
〓
 
 

閃
ふ
 
 

通
ひ
 
 

言
痛
し
 
 

人
言
 
 

繁
し
 
 

多
L
 
 

言
ふ
 
 

港
湾
吊
 
乙
、
刀
 
童
一
計
 
 

人
言
 
 

人
言
 
 

繁
し
 
 

空
言
・
待
つ
 
 

言
痛
し
 
 

待
つ
 
 

待
つ
 
 

疾こ日〆繁  
し 言三し  

い
ゃ
単
に
事
を
急
み
か
い
や
逢
は
ぎ
ら
む
 
 

小
野
に
標
枯
ひ
空
事
を
い
か
な
り
と
士
＝
ひ
て
 
 

事
霊
の
八
卜
の
衝
に
夕
占
間
ふ
 
 

し
き
た
へ
の
枕
は
人
に
事
開
へ
や
 
 

名
は
立
た
め
事
の
適
ひ
に
な
に
か
そ
こ
故
 
 

我
が
故
に
人
に
串
痛
く
吉
は
れ
L
も
の
を
 
 

人
事
の
繁
き
関
守
り
て
速
ふ
と
も
や
 
 
 

な
ほ
我
が
上
に
事
の
繁
け
む
 
 

我
妹
子
を
相
見
L
か
ら
に
事
そ
さ
だ
多
き
 
 

言
に
云
へ
ば
耳
に
た
や
す
し
 
 

た
は
二
と
 
 

あ
づ
き
な
く
何
の
狂
言
今
更
に
 
 

ぉ
い
ひ
 
 
 

小
竜
一
言
す
る
老
人
に
し
て
 
 

人
事
を
茂
み
と
君
に
玉
梓
の
使
ひ
も
遣
ら
ず
 
 

言
急
く
は
中
は
淀
ま
せ
水
無
し
川
 
 

人
事
の
茂
き
関
守
る
と
達
は
ず
あ
ら
ば
 
 

「
つ
つ
 
 

規
に
は
い
づ
れ
の
人
の
言
か
繁
け
む
 
 

達
み
こ
そ
B
一
言
離
る
ら
め
絶
ゆ
と
隔
て
や
 
 
 

我
が
思
ふ
妹
が
一
言
の
繁
け
く
 
 

空
事
も
寄
そ
り
し
君
が
辞
を
し
待
た
む
 
 

日
管
の
知
ら
せ
む
た
め
と
乞
痛
か
る
か
も
 
 

い
つ
も
い
つ
も
人
の
許
さ
む
言
を
L
待
た
む
 
 

沖
つ
藻
の
な
び
き
し
召
が
言
行
つ
我
を
 
 

12  11  

九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 八八 八 八八  八八八  八 セ セ   
五 五 玉凶 三 三 二 一 ■ 一  九 八八セ セ  六 五 四  一 九 九   
ノL 八 五 門 八 四 三 人 五 二 五 八 六 二一  六 二 八  一 九 七   

絶言通人人間人言あ言人言ム人人誰組・二人繁  閑 人持   
ゆ待ふ言亨ふ言挙 り 冬草典子言言がが嘉 し  く 言 つ          一r   め   嘉   げ め嘉 嘉  

L  し   し   
こ人実  

の事な 言をき を無言  

閉み以 かとち  
む君我ヂ   とを恋 な鵠ひ  
ら鳩め  

しくや まも  
む   も   

ぁ む              そ 鏡  
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13  12  

0 0 0 0 九 九   
→ 一 一 一 一 ¶ ・  

一 一 一 ■  ノ  ′  ・ ′               八八七 五 ′／五／五  八七 四 一 一－ － ○ 上 土 六 六 九六  

八 四 九 四  三  ○  七 八 三 関 三 ○ 九八 四 九 三 人 －   

放言まい誉墓豪語哀嘉裏     ：R己  問適問繁言人人繋絶伝二空 言 言   ふ ふ ふ し ふ 言 言 し ゆ 言三言 こ 棄   

げ1を；げげげ   
く   

そ   

国   

ば   

r
二
二
七
↓
 
 

三
三
八
〇
 
 

二
三
九
八
 
 
 

三
四
囲
六
 
 

三
E
九
六
 
 

二
一
四
六
四
 
 

一
一
■
四
六
六
 
 

二
門
八
∵
一
 
 

（
戎
本
歌
）
 
 

三
四
九
七
 
 

三
五
〇
一
 
 

三
五
一
〇
 
 

三
五
二
五
 
 

一
一
．
五
川
○
 
 

三
二
▲
二
四
 
 

二
三
二
九
 
 

一
二
三
三
二
 
 

三
三
一
二
川
 
 

三
三
三
六
 
 

一
二
二
一
二
九
 
 

我
が
下
延
を
こ
ち
で
つ
る
か
も
 
 

風
を
疾
み
榊
は
絶
ゆ
と
も
こ
と
な
た
え
そ
ね
 
 

人
皆
の
こ
と
は
た
ゆ
と
も
埴
科
の
石
井
の
 
 
 

手
児
が
こ
と
な
た
え
そ
ね
 
 

さ
さ
ら
萩
あ
し
し
J
ひ
と
ご
と
語
り
よ
ら
し
も
 
 

う
つ
せ
み
の
や
そ
こ
と
の
へ
は
繁
く
と
 
 
 

も
争
ひ
か
ね
て
我
を
こ
と
な
す
な
 
 

ひ
と
ご
と
の
し
げ
き
に
よ
り
て
ま
を
薦
の
 
 

ま
か
な
L
み
渡
れ
ば
こ
と
に
づ
さ
濾
な
へ
ば
 
 

逮
は
な
へ
ば
寝
な
へ
の
か
ら
に
こ
と
た
か
り
つ
も
 
 

さ
寝
さ
寝
て
こ
そ
こ
と
に
で
に
し
か
 
 

引
か
ば
ぬ
る
ぬ
る
あ
を
こ
と
な
た
え
 
 

妹
に
こ
と
ど
ひ
明
日
帰
り
来
む
 
 

氾
ろ
が
卜
に
こ
と
を
ろ
は
へ
て
い
ま
だ
脇
な
ふ
も
 
 

赤
駒
が
足
掻
き
を
逮
み
こ
と
と
は
ず
き
ぬ
 
 
 

行
き
触
れ
L
桧
を
言
開
は
ぬ
本
に
は
あ
り
と
も
 
 

あ
カ
つ
ら
 
 

天
地
に
一
言
を
満
て
て
恋
ふ
れ
か
も
 
 

斎
ひ
渡
る
に
彗
＝
か
人
の
一
▼
言
ひ
つ
る
我
が
心
 
 

準
吉
か
人
の
言
ひ
つ
る
玉
の
緒
の
 
 

思
ほ
し
き
一
▲
一
‥
伝
て
む
や
と
家
閃
へ
ば
 
 

泣
く
子
な
す
言
だ
に
語
は
ず
 
 

誰
が
言
を
労
し
と
か
も
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18  17  17   16  15  15  14   

四  囲  四 四 四  四 三 二 三  
一  嘉云      ○  0 0 0  0 九 九 九  八 七  セ セ 六 六   
○クク 九  三一○ ○穴六五  〃 ・九  ク 六四七四  五 千こ   
洞  一 一 八  六 九 ニ セ  ・九  二 三 人 ○  六 二二   

言 官；「言 立  太吉田L・型開通言草  轡轡尽  優ま易 易‡告 告  △△  ⊥  ÷ つ  
立  1⊥  ≠ っ‘．1ふ ふ 云 百  吉 日一  し しl け  ＝i∃   
て   て  墾   つ警   す   遣遣  

るる   

世言人顧  

のひのみ 人継祖は  
のげのせ  
立る立じ  

つこつと るとる－こ  喜さ皇責苦喜墓室  
この辞‡と  
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＊
 
 

ひ
こ
ご
 
 
 

集
中
三
十
〓
凹
も
現
わ
れ
る
 
「
人
言
」
始
め
、
興
味
深
い
色
々
な
「
言
」
を
、
五
十
音
順
に
整
頓
し
て
み
よ
う
。
括
弧
内
は
提
出
 
 

と
は
異
な
る
場
合
の
原
文
。
 
 
 

あ
さ
こ
と
 
 
 

朝
言
 
②
一
六
七
 
（
明
一
一
豆
。
朝
早
く
も
の
を
言
う
こ
と
。
草
壁
皇
子
は
「
毎
朝
舎
人
た
ち
に
親
し
く
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け
 
 

ら
れ
る
習
慣
が
あ
っ
た
も
の
か
」
狙
。
 
 

い
へ
ご
 
 
 

璽
計
 
⑳
四
三
五
三
（
伊
僻
其
聾
。
家
族
の
着
か
ら
の
伝
言
。
 
 

お
上
．
つ
れ
二
こ
」
 
 
 

逆
言
 
③
四
二
〇
（
於
余
頭
礼
）
、
四
二
一
、
四
七
五
。
⑦
一
四
C
八
。
⑰
三
九
五
七
（
於
余
豆
礼
）
。
⑳
四
二
一
四
。
人
を
惑
わ
 
 

す
意
図
か
ら
出
た
で
た
ら
め
な
言
葉
〔
ご
」
の
六
何
と
も
「
鑑
三
一
一
己
と
一
緒
に
使
わ
れ
る
。
 
 
 

狂
言
 
③
四
二
〇
、
四
二
一
、
四
七
五
。
⑦
一
四
〇
八
 
（
語
）
。
⑪
二
五
八
二
。
⑬
三
三
三
三
、
三
三
三
四
ウ
⑰
三
九
五
七
 
（
多
 
 

波
詐
登
）
。
⑳
四
二
一
四
。
発
狂
し
て
口
走
る
言
葉
。
進
言
と
共
に
人
の
計
報
な
ど
思
い
が
け
な
い
知
ら
せ
に
驚
く
場
合
が
多
い
囲
む
 
 

両
者
を
並
べ
て
使
用
す
る
六
回
の
う
ち
「
逆
言
」
が
先
に
来
る
の
が
四
回
。
 
 

か
へ
 
 
 

返
り
言
 
⑳
四
二
六
四
 
（
還
事
）
。
返
事
、
復
命
。
 
 

か
む
ご
ト
 
 
 

神
言
 
⑩
E
二
四
三
。
文
字
通
り
神
の
言
葉
う
 
つ
て
二
土
 
 
伝
言
 
⑫
三
〇
六
九
。
⑲
四
二
一
円
。
伝
言
で
あ
る
。
万
葉
人
は
消
息
な
ど
を
持
っ
て
人
と
人
と
の
間
を
往
来
す
る
人
の
こ
と
を
 
 

「
開
催
い
」
と
呼
ん
だ
っ
集
中
、
⑥
九
円
六
、
⑨
一
六
九
八
、
⑬
二
二
両
四
、
⑪
二
三
八
八
、
⑰
三
九
六
二
、
三
九
六
九
、
の
六
回
 
 
 

ち
は
や
ぶ
る
神
を
こ
と
む
け
 
 

よ
ヤ
つ
か
さ
 
 

柵
の
職
と
こ
と
だ
て
て
 
 

四
囲
六
五
 
 

空
事
 
 

心
思
ひ
て
む
な
こ
と
も
祖
の
名
絶
つ
な
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農
場
す
る
。
 
 

な
カ
ー
 
 
 

聖
計
 
④
六
六
〇
、
六
八
〇
。
「
N
a
c
a
g
告
 
あ
る
人
に
つ
い
て
そ
の
人
と
他
の
人
と
の
仲
を
割
く
た
め
に
言
わ
れ
る
言
葉
」
盲
 
 

葡
辞
書
）
 
 
－
 
困
。
 
 

ひ
じ
こ
と
 
 
 

人
言
 
②
一
」
六
 
（
人
事
）
、
③
四
三
六
、
四
六
〇
 
（
人
事
）
、
④
五
三
人
 
（
他
辞
）
、
五
三
九
 
（
人
事
）
、
五
四
一
（
こ
、
六
三
 
 

〇
 
（
こ
、
六
五
九
 
T
こ
、
六
人
五
 
（
こ
、
七
一
三
 
（
人
辞
）
、
七
四
人
 
（
他
言
）
、
⑲
一
九
八
三
、
⑳
二
四
三
八
 
（
人
事
）
、
二
五
 
 

六
一
（
こ
、
二
元
八
六
 
（
こ
、
二
五
九
一
（
ヱ
、
二
七
九
九
 
（
こ
。
⑫
二
八
五
二
、
二
八
七
一
、
二
八
七
二
、
二
八
八
六
 
（
他
 
 

言
）
、
二
八
九
五
、
二
九
三
二
、
二
九
三
人
、
二
九
四
E
、
三
一
〇
九
、
三
一
一
〇
。
⑭
三
四
四
六
 
（
比
登
其
等
）
、
三
国
六
四
 
（
比
 
 

登
其
登
）
、
三
五
五
二
 
（
麻
比
登
其
等
）
 
－
 
「
ま
」
が
付
い
て
い
る
。
三
五
五
六
 
（
比
登
其
等
）
。
他
人
の
言
葉
、
人
の
噂
、
世
 
 

二
ち
↑
 
 

間
の
評
判
で
あ
る
。
殆
ど
が
、
「
察
し
」
「
言
痛
し
」
と
連
結
し
て
使
わ
れ
、
「
人
目
」
ま
で
一
緒
に
用
い
ら
れ
る
④
七
四
八
、
ま
で
 
 

あ
っ
て
、
人
目
や
人
の
口
の
煩
さ
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
社
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
「
人
言
」
と
い
う
「
親
し
」
 
1
 
 

他
人
を
陥
れ
る
た
め
に
事
実
無
根
の
悪
日
を
言
う
意
の
ヨ
コ
ス
の
名
詞
形
銅
T
－
を
真
に
受
け
て
、
道
で
さ
え
避
け
て
顔
を
合
 
 

わ
せ
な
い
と
言
っ
た
恋
人
を
嘆
く
名
作
「
人
言
の
親
し
を
開
き
て
玉
梓
の
道
に
も
逢
は
じ
と
言
へ
り
し
栽
妹
」
⑫
二
八
七
一
、
も
あ
 
 

る
。
「
人
の
言
こ
そ
繁
き
」
④
六
四
七
、
「
人
の
一
ゴ
許
し
み
」
（
人
の
暗
が
高
い
）
④
七
八
八
、
「
人
の
言
こ
そ
繁
き
」
⑫
三
一
門
な
 
 

ど
「
人
の
言
」
も
「
人
言
」
と
同
じ
で
あ
り
、
「
言
ふ
」
だ
け
で
 
「
と
や
か
く
言
い
騒
ぐ
」
意
を
表
現
す
る
作
品
も
、
 
 
 

「
を
み
な
へ
し
佐
紀
野
に
生
ふ
る
白
つ
つ
じ
知
ら
ぬ
こ
と
も
て
言
は
れ
し
我
が
背
」
⑬
一
九
〇
五
 
 
 

「
我
が
故
に
言
は
れ
し
妹
は
高
山
の
峰
の
朝
霧
過
ぎ
に
け
む
か
も
」
⑳
二
四
五
五
 
 
 

な
ど
あ
っ
て
狭
い
世
界
が
分
る
。
 
 

十
二
（
三
八
〇
首
）
に
十
一
首
、
で
あ
る
。
「
ひ
と
ご
と
」
の
原
文
は
「
人
言
」
が
十
一
回
、
「
人
事
」
が
十
二
回
で
殆
同
数
で
あ
る
っ
 
 

自
分
に
は
無
関
係
な
他
人
の
事
、
よ
そ
さ
ま
の
事
 
－
 
へ
の
意
味
の
変
遷
に
つ
い
て
は
安
易
な
推
測
 
 

現
代
の
 
「
ひ
と
ご
と
」
 
－
 
 

は
慎
む
が
、
心
理
の
面
か
ら
考
え
る
と
誠
に
面
白
い
。
他
人
が
口
に
し
合
う
自
分
に
つ
い
て
の
噂
へ
人
言
）
 
は
、
自
分
に
は
無
関
係
 
 
 

「
人
言
」
「
人
の
言
」
が
盛
ん
で
煩
し
い
と
い
う
作
品
は
、
巻
四
 
（
三
〇
九
首
）
 
に
十
首
、
巻
十
 （
四
九
〇
首
）
 
に
五
首
、
巻
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ひ
〓
 
 

な
他
人
事
だ
と
、
無
視
す
る
の
が
一
番
面
倒
が
少
な
い
。
「
人
言
」
は
巻
十
四
ま
で
に
し
か
出
現
し
な
い
。
 
 

ふ
と
の
り
′
二
 
 

大
祝
詞
青
首
 
⑰
四
〇
三
一
口
「
の
り
と
」
を
褒
め
た
語
ロ
 
 

ム
こ
と
 
 
 

御
言
 
②
一
一
一
二
、
一
六
七
、
⑬
三
人
二
 
（
三
言
）
、
三
八
二
 
（
御
車
）
、
⑰
四
〇
〇
六
 
（
美
許
登
）
、
⑳
四
一
六
九
。
天
皇
 
 

や
親
、
母
、
な
ど
相
手
の
言
葉
を
尊
敬
し
て
言
う
も
の
。
特
に
天
皇
の
命
令
は
 
 

大
御
言
 
⑤
八
九
四
（
勅
旨
、
大
命
）
と
言
う
㌔
 
 

わ
な
二
 
 
 

空
言
 
⑪
二
四
六
六
（
空
事
）
、
二
七
五
五
（
エ
、
⑫
三
b
六
三
、
⑳
四
四
六
五
（
車
奈
許
等
）
。
無
意
味
な
l
言
葉
、
で
ま
か
せ
。
 
 

動
こ
L
 
 
 

目
言
 
②
一
九
六
（
目
辞
）
、
④
六
八
九
、
⑪
二
六
四
七
。
［
H
で
見
、
耳
で
聴
く
こ
と
、
対
面
す
る
こ
と
と
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
。
 
 
 

横
言
 
⑨
一
七
九
三
 
（
横
辞
）
。
離
間
目
的
の
中
傷
で
、
「
繁
み
か
も
」
と
結
び
つ
け
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 
 

．
」
 
 
 重
言
 
⑪
二
五
人
二
 
（
小
筆
言
）
。
幼
児
の
無
内
容
な
言
葉
、
子
供
じ
み
た
言
乗
む
「
狂
言
」
と
並
べ
て
使
わ
れ
て
い
る
。
 
 
 

1
 
 
 

そ
の
他
、
「
召
す
言
」
（
呼
び
出
し
）
②
一
八
四
。
「
謂
ふ
言
」
（
う
っ
か
り
言
葉
を
出
す
こ
と
）
④
六
人
三
。
「
愛
し
き
言
」
（
事
）
 
 

（
優
L
い
言
葉
）
④
六
六
一
。
「
望
め
し
言
」
 
（
堅
臼
師
事
）
 
（
堅
く
言
葉
で
誓
う
こ
と
）
⑨
一
七
四
〇
。
「
く
す
ば
し
至
言
」
 
（
久
須
 
 

婆
之
伎
空
 
（
不
思
議
な
珍
し
い
話
）
⑳
川
二
一
一
。
あ
る
い
は
「
誰
が
言
」
（
事
）
 
（
瓢
が
言
）
 
（
誰
の
・
ど
な
た
の
言
葉
）
④
七
七
 
 

六
、
⑫
二
八
六
六
、
⑬
三
三
三
九
、
な
ど
が
あ
る
。
な
お
 
 

〕
ご
ハ
ん
．
‡
 
 
 

言
霊
 
⑤
八
九
四
、
⑪
二
五
〇
六
 
（
事
霊
）
、
⑬
三
二
五
四
（
事
霊
）
も
無
論
存
在
す
る
。
言
葉
に
宿
っ
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
た
 
 

不
思
議
な
霊
力
圏
 
の
こ
と
で
あ
る
。
 
 

＊
 
 

「
言
」
は
如
何
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
 
 

言
草
げ
す
 
⑥
九
七
二
、
⑦
一
二
三
 
（
事
上
）
、
⑫
二
九
一
八
、
⑳
三
二
元
〇
、
三
二
五
〇
（
事
上
）
、
三
二
五
三
 
（
事
挙
）
、
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三
二
五
三
 
（
辞
挙
）
、
二
二
五
三
 
（
言
上
）
、
三
二
五
三
 
（
こ
 
1
小
字
右
寄
せ
の
書
き
重
ね
。
原
文
書
き
分
け
て
い
る
。
⑬
四
 
 

一
二
四
 
（
許
登
安
気
）
。
自
分
の
考
え
、
意
志
な
ど
を
言
葉
に
出
し
て
は
つ
き
り
言
い
立
て
る
こ
と
圏
。
不
必
要
な
ま
で
に
高
言
す
 
 

る
こ
と
、
言
わ
で
も
の
こ
と
を
口
に
出
し
て
言
い
立
て
る
こ
と
 
（
を
す
る
）
。
 
 
 

言
に
（
し
）
あ
り
 
④
七
二
七
 
（
事
二
思
安
利
家
理
）
、
⑦
一
一
二
三
 
（
事
丙
在
来
）
、
一
一
四
九
 
（
事
二
四
有
家
里
）
、
一
一
九
七
 
 

（
言
二
帥
有
来
）
、
一
二
一
三
 
（
事
西
在
来
）
、
⑨
り
七
七
四
（
言
ホ
有
者
）
、
⑫
二
九
一
五
 
（
言
ホ
有
鴨
）
。
初
め
の
五
回
は
、
名
ば
 
 

か
り
だ
、
一
ぎ
棄
の
上
だ
け
だ
と
い
う
感
慨
を
表
し
て
い
る
。
 
 
 

言
労
し
 
⑬
四
二
一
一
（
語
）
。
「
誰
が
言
を
労
し
と
か
も
」
⑬
三
三
三
九
。
恭
い
、
過
分
だ
、
大
切
だ
。
 
 
 

言
に
出
づ
 
 
 
「
言
に
出
で
て
」
 
⑲
二
二
七
五
、
⑪
∴
四
三
二
、
㊧
四
〇
〇
八
 
（
許
登
ホ
伊
泥
亘
）
。
 
 

．
つ
 
 
「
言
に
華
⑪
三
空
ハ
六
（
許
登
ホ
豆
）
。
 
 
「
言
に
朴
に
し
か
」
 
⑭
三
四
九
七
（
己
 

登
ホ
弓
一
ホ
思
吋
）
。
 
 
 

青
首
 
［
＞
言
掛
づ
］
「
昔
話
し
」
④
七
七
六
春
山
）
二
言
酢
で
つ
る
」
⑭
三
三
七
一
（
許
知
弓
一
都
流
）
〇
 
 

い
け
 
 
 

い
へ
ば
 

い
へ
L
つ
っ
 
 
言
に
（
は
）
言
ふ
 
④
六
七
四
（
石
十
戸
常
）
、
⑪
二
五
人
二
云
者
）
、
⑫
三
一
三
一
（
要
管
）
。
尚
、
集
中
、
「
い
ふ
」
の
原
文
は
、
 
 

い
わ
く
 
 

表
意
文
字
で
は
筆
者
に
見
落
し
が
な
け
れ
ば
だ
が
、
「
云
」
が
一
〇
一
回
で
最
も
多
く
、
次
に
「
言
」
 
の
七
〇
回
、
後
は
「
日
」
九
 
 

同
、
「
謂
」
が
③
二
三
七
、
④
六
二
〇
、
六
八
三
、
⑬
三
二
六
三
の
四
国
、
「
要
」
が
⑫
三
一
三
一
、
三
一
一
六
の
二
回
、
「
語
」
が
 
 

④
五
〇
三
、
「
偶
」
が
⑦
一
三
三
九
の
そ
れ
ぞ
れ
∴
回
で
あ
る
。
「
あ
り
と
い
へ
ど
」
 
の
⑦
一
三
〇
七
 
（
雛
在
）
、
⑪
二
四
七
六
 
（
雛
 
 

有
）
 
に
は
「
難
」
 
（
い
え
ど
も
）
 
が
使
わ
れ
て
い
る
。
 
 
 

「
云
」
は
、
口
ご
も
っ
て
声
を
出
す
。
転
じ
て
、
も
の
を
い
う
。
「
言
」
は
、
こ
と
ば
を
は
つ
き
り
発
言
し
て
い
う
。
も
の
を
い
 
 

う
。
「
日
」
は
、
発
言
の
内
容
を
紹
介
し
て
 
「
…
と
い
う
」
 
の
意
。
「
謂
」
は
、
だ
れ
か
に
向
か
っ
て
、
ま
た
は
何
か
を
評
し
て
、
一
 
 

般
的
に
も
の
を
い
う
こ
と
。
「
語
」
は
、
相
手
と
話
し
合
う
こ
と
囲
。
「
要
」
 
は
、
契
る
、
約
束
す
る
、
の
意
っ
 
『
広
雅
』
 
（
釈
言
）
 
に
 
 

「
要
、
約
也
」
と
あ
る
田
。
「
偶
」
は
、
褒
め
て
言
う
の
で
あ
ろ
う
っ
尚
、
実
に
興
味
潔
い
こ
と
に
「
言
」
が
「
我
（
わ
れ
、
わ
が
、
 
 

あ
が
）
」
と
訓
む
の
に
使
わ
れ
て
い
る
の
が
、
例
え
ば
、
⑲
二
一
二
九
、
⑪
二
五
三
三
、
二
五
三
四
、
二
五
三
五
、
に
見
ら
れ
る
が
、
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こ
れ
は
 
買
付
経
』
 
で
自
称
の
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
正
に
「
我
言
う
、
故
に
我
あ
り
」
の
趣
で
あ
る
。
 
 
 

言
の
忌
み
 
⑬
三
二
八
四
 
（
禁
）
。
言
葉
に
関
す
る
禁
忌
。
 
 

う
る
は
 
 
 

言
愛
し
 
⑬
二
三
四
三
。
い
と
し
い
言
葉
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

吾
そ
多
し
 
⑪
二
五
七
六
 
（
事
）
。
噂
が
実
に
高
く
上
が
る
、
と
い
う
慨
嘆
。
 
 
 

青
息
ほ
す
 
③
三
二
二
 
（
辞
）
。
歌
を
案
じ
締
る
。
尚
、
「
思
ほ
し
き
言
も
通
は
ず
」
⑰
三
九
六
九
 
（
於
母
保
之
害
論
等
）
、
「
思
ほ
 
 

し
き
言
も
語
ら
ひ
」
⑬
四
t
二
元
 
（
於
毛
保
之
蕾
許
登
）
、
も
あ
る
。
 
 
 

言
そ
恩
は
ゆ
 
⑨
一
七
四
〇
 
（
専
曾
所
念
）
 
の
 
「
事
」
は
、
言
い
伝
え
、
伝
説
。
 
か
 

ニ
 
 
 

言
の
果
し
 
④
六
八
三
 
（
恐
）
。
う
っ
か
り
物
を
言
う
と
恐
ろ
し
い
。
 
 
 

青
も
詰
ら
ふ
 
⑬
四
一
二
五
 
（
許
登
母
加
多
良
比
）
。
心
中
で
願
っ
て
い
る
思
い
を
言
葉
に
し
て
語
り
合
う
。
⑨
一
七
四
〇
 
（
辛
 
 

十
 
 

毛
害
鳥
比
）
 
の
 
「
こ
と
」
は
事
情
、
事
態
で
あ
ろ
う
。
 
 

か
よ
ふ
 
 
 

言
は
［
の
］
通
ふ
 
④
七
八
九
（
事
）
、
⑦
一
一
七
三
（
事
）
、
⑧
一
五
二
一
（
事
）
、
⑨
一
七
八
二
（
往
来
）
、
⑰
二
九
五
五
（
事
）
、
 
 

三
一
七
八
、
⑰
三
九
六
九
 
（
許
等
毛
吋
欲
波
受
）
、
⑩
四
二
一
国
、
⑳
四
三
二
四
 
（
己
等
母
加
由
波
卑
）
。
便
り
が
、
言
葉
が
往
き
交
 
 

う
の
で
あ
る
。
 
 

ヘ
ヅ
ル
の
古
形
、
意
味
不
明
の
言
語
を
操
る
こ
と
を
表
す
。
こ
の
サ
ヘ
ク
も
サ
ヒ
ヅ
ル
と
同
源
で
あ
ろ
う
凶
。
②
一
九
九
（
左
散
久
）
。
 
 
 

言
の
通
ひ
 
 

言
を
聞
く
 
 

青
活
し
 
 

書
る
 
 

言
く
 
 

言
先
立
つ
 
 

言
さ
へ
′
＼
 
 

（
名
詞
）
 
⑪
二
五
二
四
 
（
事
）
。
 
 
 

⑦
一
一
．
五
八
、
⑪
二
八
一
一
。
文
字
通
り
言
葉
を
開
く
の
で
あ
る
。
 
 

④
五
三
七
 
（
事
）
。
淡
々
と
、
あ
っ
さ
り
と
物
を
言
う
。
 
 

⑧
一
四
五
六
。
言
葉
が
籠
る
。
 
 

⑬
三
二
五
三
。
予
祝
す
る
言
葉
ど
お
り
に
無
事
、
平
穏
に
四
。
 
 
 

⑲
一
九
三
五
 
（
事
）
。
最
初
に
言
葉
を
か
け
る
。
 
 
 

②
一
三
五
 
（
佐
離
久
）
。
カ
ラ
 
（
韓
）
 
の
枕
詞
。
同
じ
く
カ
ラ
に
か
か
る
枕
詞
に
サ
ヒ
ゾ
ル
ヤ
が
あ
り
、
そ
れ
は
サ
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等
奈
多
延
）
／
「
言
は
絶
え
ず
て
」
 
⑫
三
〇
七
四
（
事
）
／
「
言
は
維
ゆ
と
も
」
⑭
三
三
九
人
 
（
許
等
披
多
由
登
毛
）
／
「
言
も
 
1
3
 
 
 

人
の
噂
が
や
か
ま
し
い
、
の
意
で
あ
る
。
 
 
 

吾
絶
ゆ
 
音
信
が
途
絶
え
る
。
 
 
 

「
言
な
経
え
そ
ね
」
⑦
↓
三
六
三
、
⑪
三
三
八
〇
（
許
登
奈
多
延
曾
祢
）
 
 

「
言
痛
み
」
 
 

文
 
（
毛
人
髪
）
 
 

る
「
言
宿
し
」
 
 

「
言
繁
く
と
も
」
⑱
二
三
九
人
 
（
事
）
／
「
言
繁
み
」
⑧
一
四
九
九
 
（
事
）
、
⑲
二
三
〇
五
 
（
事
）
、
 
 

の
 
「
人
言
」
 
「
人
の
言
」
 
の
 
「
繁
し
」
と
い
う
作
品
を
合
わ
せ
る
と
巻
四
は
十
二
首
、
巻
十
一
は
十
首
、
 
 

の
三
巻
に
、
人
の
口
が
煩
い
と
慨
嘆
す
る
作
品
が
多
い
。
 
 
 

言
を
下
延
ふ
 
⑨
一
七
九
二
 
（
辞
）
。
言
葉
を
表
面
に
出
さ
ず
心
の
奥
深
く
で
思
う
閻
 
の
で
あ
る
。
 
 
 

宮
し
み
 
④
七
八
八
 
（
尊
重
三
）
。
人
の
噂
が
か
し
ま
し
い
の
で
。
 
 

こ
こ
は
百
済
の
枕
詞
。
 
 
 

言
繁
し
 
噂
や
評
判
が
厳
し
い
、
う
る
さ
い
。
 
 
 

「
言
（
の
〓
こ
そ
）
繁
き
」
④
六
二
六
、
六
四
七
 
（
事
）
、
七
三
〇
（
事
）
、
⑧
一
五
一
五
 
（
事
）
。
 
 
 

「
言
の
繁
け
く
［
む
］
」
⑦
一
三
八
八
、
⑬
二
三
〇
七
 
（
事
）
、
⑪
二
三
九
七
 
（
事
）
 
二
四
三
九
（
事
）
、
二
元
六
一
（
事
）
、
二
六
 
 

二
一
、
二
七
二
八
、
⑫
二
八
甲
八
 
（
事
）
、
一
一
6
七
八
。
 
 

言
知
る
 
⑦
ぃ
つ
九
六
（
事
）
。
こ
こ
の
「
事
」
は
大
昔
の
物
語
、
伝
承
。
⑬
三
二
七
九
重
）
。
 
 

二
ち
た
 
 

言
宿
し
 
（
「
こ
と
甚
し
」
か
ら
の
変
化
）
 
（
〓
 
噂
が
や
か
ま
し
い
 
（
二
）
 
甚
だ
し
い
、
大
げ
さ
だ
、
ぎ
よ
う
さ
ん
だ
圏
。
 
 

「
言
痛
か
り
」
⑪
二
七
六
六
 
（
乞
痛
）
。
「
言
痛
か
り
」
⑭
三
四
八
二
・
戎
本
歌
（
許
等
多
可
利
）
。
 
 

「
言
痛
く
（
は
〓
も
）
」
②
一
一
円
（
事
）
、
⑦
一
三
四
三
（
事
）
、
⑩
二
三
二
二
（
言
多
毛
）
、
⑪
二
五
三
五
（
事
∴
⑫
二
八
八
六
。
 
 

二
L
り
た
み
 
 

②
一
一
六
（
許
知
痛
美
）
、
④
五
三
人
、
七
四
人
（
辞
）
、
⑫
二
八
九
五
、
二
九
二
八
（
毛
人
髪
三
）
－
こ
の
原
 
 

は
毛
人
 
（
蝦
夷
）
 
の
髪
の
毛
深
い
さ
ま
か
ら
一
杯
あ
る
こ
と
を
表
す
の
に
借
り
た
敢
吉
田
。
『
萬
棄
集
』
 
に
出
現
す
 
 

の
十
二
例
の
う
ち
、
⑲
二
三
二
二
、
⑪
二
五
三
五
の
二
例
は
「
仰
々
し
い
、
大
げ
さ
な
」
 
の
意
だ
が
、
他
は
全
て
、
 
 

三
三
九
八
（
こ
／
「
言
な
絶
え
」
⑭
三
五
〇
一
（
許
 
 

㊨
四
二
八
二
 
（
辞
）
。
先
刻
 
 

巻
十
二
は
十
三
首
で
、
こ
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絶
え
た
り
」
⑫
二
九
五
九
。
 
 
 

言
準
え
て
（
副
詞
）
 
④
七
四
六
事
…
一
口
語
に
絶
し
て
。
 
 
 

言
」
皿
つ
 
⑬
四
〇
九
四
（
許
等
大
弓
）
、
⑳
E
円
六
五
（
許
等
太
弓
一
氏
）
。
言
葉
に
出
し
て
言
明
す
る
四
。
「
立
つ
」
 
－
 
神
仏
 
 

に
対
し
て
願
い
ご
と
な
ど
を
条
件
を
添
え
て
は
つ
き
り
言
う
囲
っ
 
 
 

言
立
て
 
（
名
詞
）
 
⑬
四
〇
九
四
 
（
立
流
辞
立
∵
．
由
一
〇
六
 
（
多
都
流
許
等
太
宣
）
。
言
葉
で
の
誓
い
。
 
 

∵
か
さ
 
 
 

言
の
官
 
⑬
四
〇
九
四
 
（
許
等
能
都
可
左
）
。
誓
い
を
守
り
続
け
る
官
職
、
官
位
に
あ
る
者
。
 
 
 

の
 
 

貫
（
も
〓
だ
に
〓
だ
に
も
左
ロ
ぐ
 
③
四
四
五
 
（
事
）
。
⑲
一
九
九
人
 
（
事
）
、
二
〇
〇
六
 
（
事
）
、
二
〇
二
 
（
事
）
。
⑰
四
〇
一
一
 
 

（
許
等
‥
・
都
気
受
）
。
 
 
 

「
言
も
告
げ
来
」
④
五
八
三
 
（
専
）
。
 
 
 

言
告
げ
（
名
詞
）
「
言
告
げ
も
な
き
」
⑪
二
三
七
〇
（
事
）
。
「
言
も
告
げ
な
く
」
同
型
回
同
風
阿
、
「
言
も
苦
ら
な
く
」
圏
囲
、
 
 
 

の
異
訓
に
よ
れ
ば
「
告
ぐ
」
は
動
詞
と
な
り
、
後
者
に
よ
れ
ば
 
「
言
告
る
」
が
新
た
に
「
言
」
 
の
姿
と
し
て
増
え
る
。
 
 
 

言
告
げ
遣
る
 
 

「
故
郷
の
奈
良
思
の
間
の
ほ
と
と
ぎ
す
言
告
げ
通
り
し
い
か
に
告
げ
き
や
」
⑧
一
五
〇
六
 
 

「
郡
辺
へ
に
行
か
む
船
も
が
刈
り
薦
の
乱
れ
て
思
ふ
こ
と
告
げ
遣
ら
む
」
⑮
三
六
四
〇
 
（
許
登
都
守
成
良
牟
）
 
か
 

り
 
 

「
天
飛
ぶ
や
雁
を
便
ひ
に
得
て
し
か
も
奈
良
の
都
に
言
告
げ
遣
ら
む
」
⑮
三
六
七
六
 
（
許
登
都
気
夜
良
武
）
 
 
 

田
は
、
後
の
二
百
は
、
「
言
伝
て
」
 
（
⑰
三
九
六
二
）
 
と
同
義
の
複
合
名
詞
「
言
告
げ
」
を
「
遣
る
」
と
読
む
よ
う
で
あ
る
が
、
三
 
 

首
共
、
同
じ
く
「
言
告
げ
遣
る
」
は
動
詞
と
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
告
げ
遣
る
」
⑳
門
四
〇
六
、
⑳
四
四
一
一
一
っ
「
言
 
 

ひ
遣
る
」
④
五
四
三
。
「
相
言
ひ
そ
む
」
⑪
二
六
八
〇
、
⑫
三
二
三
皇
「
言
ひ
継
ぐ
」
③
三
一
七
、
⑤
八
三
一
（
他
、
多
数
）
 
な
ど
 
 

の
動
詞
が
あ
る
。
 
 
 

言
尽
く
 
⑳
四
四
五
八
 
（
己
等
都
奇
米
也
母
）
。
「
言
尽
き
め
や
も
」
言
喪
が
尽
き
よ
う
か
。
幾
ら
語
っ
て
も
語
り
尽
き
な
い
、
と
 
 

い
う
親
愛
の
情
を
表
明
。
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け
に
聞
く
側
は
一
杯
言
葉
を
並
べ
立
て
て
欲
し
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

首
伝
つ
 
⑬
三
三
三
六
、
⑰
三
九
六
二
（
許
登
都
逮
夜
良
受
）
。
こ
の
後
者
「
開
催
ひ
も
遣
る
よ
し
も
な
し
 
 

遣
ら
ず
」
を
、
「
言
伝
て
」
 
（
名
詞
）
 
「
通
る
」
と
四
が
読
む
こ
と
は
先
述
し
た
が
、
園
は
、
「
伝
つ
」
 
（
動
下
二
）
 
 

筒
処
を
挙
げ
る
。
「
思
ほ
し
き
言
」
 
「
伝
て
遣
ら
ず
」
だ
と
思
う
。
尚
、
 
 

「
言
ひ
伝
つ
」
の
例
、
「
神
代
よ
り
一
言
ひ
伝
て
来
ら
く
 
そ
ら
み
つ
大
和
の
国
は
…
」
⑤
八
九
四
、
が
あ
る
。
 
 

二
ト
こ
▼
が
 
 
言
答
め
 
⑫
二
九
一
二
 
（
草
書
目
）
、
二
九
五
人
 
（
言
害
目
）
言
葉
で
の
答
め
立
て
。
 
 
 

言
も
呑
む
 
 
⑨
一
七
五
九
 
（
事
）
。
 
 

言
疾
し
 
⑯
二
七
一
二
 
（
急
）
。
言
葉
が
激
し
く
、
け
た
た
ま
し
い
。
 
 
 

言
問
ひ
 
（
名
詞
）
 
⑤
八
八
四
 
（
己
等
騰
比
）
、
⑲
二
〇
六
〇
 
（
事
）
、
⑮
四
一
二
元
 
（
許
等
謄
比
）
、
⑳
四
四
〇
八
 
（
こ
、
四
三
 
 

二
と
レ
ひ
 
 

九
八
 
（
一
言
語
）
。
 
 
 

言
問
ふ
 
③
四
人
一
（
辞
）
、
④
五
一
一
．
四
、
五
E
六
、
六
〇
二
、
六
三
七
 
（
事
）
、
七
七
三
 
（
事
）
、
⑤
八
一
一
（
許
等
～
波
奴
）
、
 
 

八
一
二
 
（
許
等
騰
波
紋
）
、
⑥
一
〇
〇
七
、
⑦
一
二
一
ノ
 
（
事
「
⑨
一
七
五
九
、
⑪
二
五
二
ハ
（
事
）
、
⑫
二
九
三
四
（
事
）
、
三
一
 
 

四
三
、
三
一
八
七
、
⑬
三
三
二
四
、
三
三
三
六
（
啓
、
⑭
三
五
一
〇
（
許
等
抒
比
）
、
三
五
四
〇
（
許
等
登
波
受
）
、
⑰
円
0
〇
六
 
 

（
許
登
騰
比
）
、
⑬
E
一
六
l
 
（
言
等
波
根
）
、
⑳
四
三
九
一
‥
（
己
等
刀
波
牟
）
。
物
を
言
う
、
語
り
掛
け
る
、
語
り
合
う
、
言
葉
を
 
 

か
け
る
、
問
い
か
け
る
、
意
。
 
 
 

名
詞
形
も
含
め
て
、
全
部
で
二
十
七
回
の
「
言
問
ふ
」
の
う
ち
「
言
問
は
ぬ
」
と
い
う
状
態
を
表
す
の
が
十
五
回
で
あ
り
、
「
言
 
 

問
ひ
」
が
乏
し
か
っ
た
、
「
言
問
ひ
」
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
、
ど
う
す
れ
ば
「
言
問
ひ
」
で
き
る
か
、
な
ど
、
実
際
は
「
言
問
ひ
」
 
 

し
な
か
っ
た
も
の
が
三
回
な
の
で
、
否
定
の
意
味
合
い
が
肯
定
の
二
倍
の
割
で
あ
る
。
否
定
形
に
よ
っ
て
一
層
、
語
り
合
い
た
い
、
 
 

ん
こ
し
 
 

言
葉
を
掛
け
た
い
と
い
う
願
望
の
強
さ
を
窺
わ
せ
る
。
②
一
六
七
ほ
、
「
彿
言
開
は
さ
ず
」
で
あ
っ
た
。
 
 
 

言
尽
く
す
 
④
六
六
一
（
事
）
、
⑮
三
七
九
九
 
（
事
）
。
言
葉
を
一
杯
並
べ
た
て
る
。
『
周
易
』
繋
辞
上
伝
に
も
「
言
は
意
を
尽
〈
 
 

さ
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
言
葉
と
い
う
も
の
は
穫
ら
並
べ
立
て
て
も
思
い
を
述
べ
尽
く
す
こ
と
は
困
難
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
 
 

思
ほ
し
き
言
伝
て
 
 

の
用
例
に
、
こ
の
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言
羨
し
 
⑧
一
六
二
 
（
事
乏
）
。
こ
こ
の
「
と
も
し
」
は
、
心
意
か
れ
る
、
慕
わ
し
い
、
珍
し
く
て
飽
き
な
い
、
の
意
。
 
 
 

貫
の
慰
 
④
六
五
六
 
（
名
具
左
）
、
⑦
一
二
五
八
 
（
事
之
名
種
）
。
相
手
の
心
を
落
ち
着
か
せ
る
た
め
の
気
休
め
、
心
を
慰
め
る
も
 
 

の
。
 
 

吉
成
す
㊨
至
二
（
事
）
、
⑦
一
三
三
幸
）
、
三
二
九
（
事
）
、
一
三
七
六
、
⑭
三
四
五
六
（
安
乎
許
登
奈
須
那
）
。
「
掛
 
 

を
言
な
さ
ん
」
 
（
三
回
）
 
「
我
を
言
な
す
な
」
「
言
な
き
む
か
も
」
 
の
形
だ
け
で
あ
る
。
と
ゃ
か
く
言
う
、
言
い
立
て
る
、
騒
ぐ
、
噂
 
 

す
る
、
う
っ
か
り
口
外
す
る
、
な
ど
、
心
中
の
思
い
を
言
葉
に
す
る
、
の
が
「
言
成
す
」
 
で
、
私
 
（
た
ち
）
 
の
こ
と
を
と
や
か
く
噂
 
 

す
る
の
だ
ろ
う
な
、
し
な
い
で
く
れ
、
と
な
る
。
 
 

い
烹
L
あ
れ
 
 
 

吉
成
る
 
⑨
一
七
四
〇
。
話
が
成
」
化
す
る
。
「
た
ら
ち
ね
の
母
に
障
ら
ば
い
た
づ
ら
に
汝
も
我
も
事
そ
な
る
べ
き
」
⑪
二
五
一
七
 
 

（
事
）
、
は
、
事
態
が
、
二
人
の
結
ば
れ
る
話
が
水
泡
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
も
の
で
、
こ
う
い
う
「
事
」
 
は
、
そ
の
ま
ま
「
事
」
 
 

で
も
あ
ろ
う
。
 
 

十
そ
 

（
八
十
）
吉
の
上
 
⑭
三
四
五
六
 
（
詐
登
乃
敵
）
。
あ
れ
こ
れ
と
仰
山
な
噂
。
 
 

二
と
ば
 

二
と
ば
け
と
ば
 
 
 

吉
葉
 
④
七
七
四
（
練
り
の
吉
羽
）
、
⑬
二
八
八
八
 
（
人
の
辞
）
、
二
九
六
一
（
常
の
辞
）
／
言
葉
（
東
国
形
）
⑳
四
三
四
六
 
（
気
 
 

等
婆
）
。
尚
、
「
松
陰
の
浅
茅
が
上
の
白
雪
を
消
た
ず
て
置
か
む
言
者
可
聞
奈
古
」
⑧
一
六
五
四
、
の
紆
句
「
こ
と
は
か
も
な
き
」
 
の
 
 

二
と
は
 
 

「
言
者
」
は
 
「
言
葉
」
 
で
、
呪
言
の
よ
う
な
意
味
に
用
い
て
い
る
か
、
と
す
る
説
が
あ
る
囚
 
が
、
現
今
の
通
説
 
（
ら
し
き
も
の
）
 
 

は
 
「
言
」
は
 
「
事
」
 
で
、
「
何
か
方
法
は
な
い
も
の
か
」
 
で
あ
る
。
 
 
 

言
は
果
た
す
 
「
こ
と
は
果
た
さ
ず
」
③
四
八
一
（
事
）
。
言
葉
も
む
な
し
く
。
 
 
 

へ
 
 

あ
 
 

言
を
ろ
延
ふ
 
⑭
三
五
二
五
 
（
許
等
乎
邑
波
敵
而
）
。
「
延
ふ
」
 
（
動
下
二
）
 
（
一
）
 
引
き
の
ば
す
。
張
り
わ
た
す
。
（
二
）
 
思
い
を
 
 

及
ぼ
す
。
心
を
か
け
る
圏
。
「
を
ろ
」
は
、
「
息
の
緒
」
「
年
の
緒
」
な
ど
の
「
賭
」
（
糸
、
紐
、
1
長
く
続
く
も
の
、
絶
え
な
い
も
の
）
 
 

十
接
尾
語
ロ
で
、
「
心
の
終
ろ
」
⑯
三
四
六
六
、
の
よ
う
な
「
を
ろ
」
で
、
言
鳶
の
緒
ろ
を
盛
り
わ
た
し
、
心
を
及
ぼ
し
て
1
言
草
 
 

を
長
く
か
け
続
け
て
、
と
い
う
意
味
に
な
る
の
だ
ろ
う
っ
「
言
を
ろ
」
は
名
詞
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
辞
緒
下
延
」
⑨
一
七
九
二
、
が
 
 

あ
る
。
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は
や
 
 
 

言
達
し
 
「
言
を
速
み
か
」
⑪
二
四
五
九
 
（
急
事
）
。
噂
が
い
よ
い
よ
激
し
い
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
 
 
 

言
に
侵
す
 
「
言
に
ま
さ
め
や
も
」
⑮
三
七
六
三
 
（
許
等
ホ
麻
左
米
也
母
）
。
「
優
す
」
は
「
ま
さ
る
」
。
こ
の
中
臣
朝
臣
宅
守
の
 
 

歌
 
 

「
放
と
い
へ
ば
言
に
そ
易
き
す
べ
も
な
く
苦
し
き
兼
も
言
に
ま
さ
め
や
も
」
 
は
 
 
 

旅
と
口
に
出
し
て
言
え
ば
、
吉
葉
の
上
で
は
容
易
だ
、
［
だ
が
、
そ
れ
な
ら
、
実
際
の
旅
は
言
葉
の
よ
う
に
は
容
易
で
な
い
苦
し
 
 

い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
］
 
ど
う
し
よ
う
も
な
い
 
［
今
の
］
 
苦
し
い
旅
も
 
［
「
旅
」
と
い
う
 
 

そ
の
容
易
な
単
な
る
］
言
葉
よ
り
優
っ
て
苦
し
い
も
の
だ
ろ
う
か
 
［
い
や
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
言
葉
に
出
し
て
い
る
よ
り
は
容
 
 

易
な
の
だ
、
そ
う
思
う
こ
と
に
し
よ
う
、
も
っ
と
苦
し
い
旅
だ
っ
て
あ
る
筈
な
の
だ
か
ら
】
 
 
 

と
、
自
ら
を
慰
め
奮
い
立
た
せ
よ
う
と
し
て
い
る
自
己
励
起
の
作
品
で
あ
る
。
丁
度
こ
こ
よ
り
一
一
十
首
前
に
 
 
 

「
放
と
い
へ
ば
言
に
そ
易
き
少
な
く
も
殊
に
恋
ひ
つ
つ
す
べ
な
け
な
く
に
」
⑮
三
七
些
二
 
 
 

と
詠
っ
て
、
旅
と
言
え
ば
言
葉
の
上
だ
け
の
容
易
な
こ
と
、
少
し
ば
か
り
あ
な
た
を
恋
し
く
思
っ
て
ど
う
し
よ
う
も
な
い
で
い
る
 
 

な
ど
と
い
う
程
度
で
は
な
い
、
と
、
こ
の
旅
の
苦
し
さ
を
訴
え
て
狭
野
弟
上
娘
子
に
け
え
た
宅
守
だ
っ
た
が
、
今
度
の
作
品
で
は
、
 
 

ど
う
し
よ
う
も
な
い
現
実
の
斉
し
い
旅
も
、
容
易
な
言
葉
の
上
だ
け
の
旅
よ
り
優
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
、
と
自
ら
に
言
い
聞
か
せ
 
 

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

ど
う
し
よ
う
も
な
い
苦
し
い
旅
も
、
「
旅
」
と
い
う
言
葉
以
上
の
も
の
だ
ろ
う
か
1
い
や
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
、
旅
に
 
 

は
違
い
な
い
の
だ
 
「
所
詮
は
旅
と
し
か
言
い
表
し
ょ
う
が
な
い
」
匪
、
「
旅
と
し
か
言
い
表
し
よ
う
が
な
い
」
囚
、
と
い
う
こ
 
 

と
に
は
な
る
の
だ
ろ
う
が
、
「
言
に
ま
さ
め
や
も
」
 
の
よ
う
な
甚
だ
含
蓄
に
富
ん
だ
結
句
の
 
「
現
代
語
訳
」
が
全
く
同
一
な
の
は
面
 
 

白
い
。
同
じ
「
読
み
」
を
し
た
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
が
、
同
一
で
も
「
所
詮
は
」
な
ど
を
敢
え
て
入
れ
な
か
っ
た
禁
欲
的
な
潔
癖
 
 

と
い
う
点
で
、
本
稿
は
、
囚
の
 
「
訳
」
 
（
の
態
度
）
 
を
買
い
た
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
「
言
に
ま
さ
め
や
も
」
は
 
「
表
硯
に
忠
実
に
解
 
 

釈
す
れ
ば
、
苦
し
く
て
た
ま
ら
な
い
現
実
の
旅
幕
し
が
、
在
り
来
り
の
抽
象
的
概
念
と
し
て
の
 
「
旅
」
と
い
う
語
よ
り
も
気
楽
だ
、
 
 

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
意
を
得
な
い
。
恐
ら
く
宅
守
の
誤
用
で
あ
ろ
う
」
囲
は
、
ど
う
も
解
せ
な
い
。
反
語
は
飽
く
ま
で
も
反
語
 
 
1
7
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な
の
で
あ
っ
て
、
「
マ
サ
メ
ヤ
モ
」
 
は
「
マ
サ
ラ
ジ
と
同
じ
く
」
屈
に
は
な
ら
な
い
。
何
と
か
し
て
苦
し
さ
に
堪
え
よ
う
と
す
る
思
 
 
柑
 
 

い
を
籠
め
に
籠
め
た
表
現
で
あ
っ
て
、
先
刻
敢
え
て
冗
言
し
た
よ
う
に
、
「
意
を
碍
な
い
」
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
誠
に
よ
く
意
を
得
 
 

る
、
思
い
察
す
る
に
余
り
あ
る
表
現
で
あ
ろ
う
。
「
宅
守
の
誤
用
」
な
ど
で
は
、
ま
ず
、
な
か
ろ
う
。
だ
か
ら
、
態
々
、
言
葉
に
す
 
 

れ
ば
易
し
い
が
、
と
言
い
、
結
句
を
敢
え
て
反
語
に
し
た
こ
の
作
品
の
「
思
い
」
は
、
「
旅
と
し
か
一
一
一
一
じ
い
表
し
ょ
う
が
な
い
」
で
は
、
 
 

些
か
な
ら
ず
消
え
て
し
ま
う
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
で
は
ず
い
分
冷
静
で
あ
り
、
諦
念
す
ら
伝
わ
ら
な
い
ば
か
り
か
、
増
し
て
 
 

自
分
で
白
分
を
無
理
に
励
ま
そ
う
と
し
て
い
る
思
い
な
ど
は
、
と
て
も
表
れ
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
作
品
、
抽
象
的
な
言
い
廻
し
で
は
 
 

あ
る
が
、
籠
め
ら
れ
て
い
る
想
い
は
深
く
て
、
な
か
な
か
の
佳
作
と
見
た
い
。
 
 
 

言
（
を
し
）
待
つ
 
⑪
二
四
四
〇
 
（
事
）
、
二
七
五
五
 
（
辞
）
、
二
七
七
〇
、
二
七
八
二
。
相
手
の
言
葉
を
待
つ
、
と
い
う
こ
の
表
現
 
 

は
、
巻
十
一
、
に
し
か
現
れ
な
い
。
 
 
 

言
を
満
つ
 
⑬
三
三
二
九
。
「
天
地
に
言
を
満
て
て
恋
ふ
れ
か
も
」
 
（
天
地
清
二
一
皇
。
逢
い
た
い
思
い
を
天
地
に
満
ち
溢
れ
る
程
に
 
 

何
度
も
言
挙
げ
し
て
四
。
 
 
 

言
向
く
 
⑳
叩
四
六
五
。
「
ち
は
や
ぶ
る
神
を
言
向
け
」
 
（
許
等
牟
気
）
。
言
葉
に
よ
っ
て
随
順
さ
せ
る
こ
と
。
実
際
に
は
多
少
の
 
 

武
力
行
使
が
含
ま
れ
る
場
合
が
多
い
四
。
 
 
 

吉
申
す
 
⑳
些
二
七
六
。
「
言
申
さ
ず
て
」
 
（
己
等
麻
乎
佐
受
弓
〕
。
し
か
る
べ
き
言
葉
を
か
け
ず
に
。
 
 
 

言
持
つ
 
⑧
一
四
五
七
へ
）
⑪
二
七
九
七
 
（
以
）
。
言
葉
を
抱
き
持
つ
、
言
葉
に
以
（
る
気
持
ち
を
持
）
っ
て
。
御
言
（
を
）
持
つ
②
 
 

九
■
†
＝
 
 

一
一
三
、
⑰
四
〇
〇
六
、
「
御
言
持
ち
」
 
（
美
許
登
母
知
）
 
－
 
四
は
「
命
」
。
天
皇
の
命
令
、
仰
せ
。
「
家
言
持
ち
て
」
⑳
四
三
五
 
 

三
。
 
 
 

言
に
そ
易
し
 
⑮
三
七
E
三
 
（
許
等
）
、
三
七
六
三
 
（
許
登
）
。
共
に
「
言
に
そ
易
き
」
 
（
夜
須
伎
）
 
の
形
で
、
先
刻
触
れ
た
中
臣
 
 

朝
臣
宅
守
の
歌
に
現
わ
れ
る
。
 
 
 

言
の
故
 
⑬
三
二
八
八
。
こ
の
 
「
放
」
は
「
故
障
、
さ
わ
り
」
圏
、
「
事
故
、
災
難
」
困
で
、
言
葉
の
災
い
、
崇
り
。
 
 
 

言
許
す
 
⑦
一
一
九
三
 
（
事
聴
）
。
相
手
の
言
葉
を
承
諾
す
る
、
聞
き
入
れ
る
。
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以
上
、
『
薦
乗
集
』
 
に
現
れ
る
「
こ
と
」
 
の
う
ち
、
事
柄
、
事
象
、
事
情
、
事
態
な
ど
を
表
す
「
事
」
 
で
は
な
く
、
言
語
行
為
に
 
 

関
わ
る
「
言
」
を
、
出
現
順
に
抽
出
し
て
、
ほ
ぼ
五
十
音
順
に
些
か
の
整
頓
を
試
み
た
が
、
前
者
の
「
事
」
庵
、
 
 

u
か
 
 
 

「
事
は
定
め
む
」
③
三
九
八
、
「
世
の
事
な
れ
ば
」
③
甲
八
二
、
⑤
八
〇
五
、
「
事
も
な
く
」
④
五
五
九
、
⑤
八
九
七
、
「
事
計
り
」
 
 

川
小
か
り
 
 

④
七
五
六
、
⑫
二
九
〇
八
、
二
九
四
九
、
二
八
九
八
 
（
量
）
、
⑬
∵
二
三
七
、
「
慰
も
る
事
も
あ
り
や
」
⑨
一
七
五
七
、
「
す
べ
な
き
 
 

事
」
⑳
二
三
六
八
、
「
事
は
定
め
つ
」
⑪
三
四
一
八
、
 
 
 

等
々
、
色
々
現
れ
る
が
、
「
言
」
 
の
数
に
は
及
ば
な
い
。
既
述
の
よ
う
に
、
「
吉
」
が
「
事
」
と
原
文
で
表
記
さ
れ
る
も
の
は
多
い
 
 

が
、
「
事
」
 
の
方
も
「
言
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
例
は
 
 
 

「
香
し
も
あ
る
ご
と
」
④
六
四
九
、
「
勢
ひ
し
言
も
あ
ら
な
く
に
」
⑫
二
二
一
六
、
な
ど
あ
り
、
 
 
 

「
天
地
に
悔
し
き
事
の
 
世
の
中
の
悔
し
き
言
は
」
③
甲
一
〇
、
の
よ
う
に
 
 

い
ず
れ
も
「
悔
し
い
事
態
」
だ
と
い
う
の
を
「
事
」
 
「
言
」
と
文
字
を
変
え
て
表
現
し
て
い
る
例
も
あ
っ
て
、
「
芸
」
 
（
？
）
 
が
珊
か
 
 
1
9
 
 
 

け
は
後
に
逢
い
ま
し
ょ
う
な
ど
と
優
し
そ
う
に
。
「
宮
こ
そ
ば
」
⑫
一
‥
九
九
六
 
（
事
）
 
 

に
「
言
」
を
強
調
し
て
い
る
例
と
し
て
抽
出
し
た
。
 
 

上
す
 
 
 

言
寄
す
 
④
五
四
六
（
酢
因
）
、
⑬
四
一
〇
六
（
許
等
余
勢
天
）
、
言
葉
に
よ
っ
て
協
力
す
る
、
加
護
す
る
喝
⑦
一
一
〇
九
（
縁
）
、
 
 

あ
る
男
女
を
互
い
に
関
係
あ
る
も
の
と
し
て
噂
す
る
田
。
「
言
寄
せ
妻
」
 
（
言
緑
妻
）
⑪
二
五
六
二
 
（
い
い
仲
だ
と
そ
の
関
係
を
噂
さ
 
 

れ
て
い
る
妻
）
、
な
る
素
晴
ら
し
い
造
語
も
あ
る
。
 
 
 

吉
の
宜
し
さ
 
③
三
三
九
。
言
棄
の
見
事
さ
、
素
晴
ら
し
さ
。
 
 

尚
、
「
言
の
み
も
」
③
川
三
一
－
葛
飾
の
異
聞
の
手
児
名
の
話
だ
け
に
し
ろ
。
「
言
の
み
を
」
④
七
四
〇
 
（
事
）
 
 

実
意
の
籠
っ
た
真
実
の
言
葉
こ
そ
。
共
 
 

言
葉
だ
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思
う
に
我
々
人
間
は
、
「
言
」
を
口
に
「
出
」
し
て
 
「
言
」
 
い
な
が
ら
 
「
告
げ
」
な
が
ら
「
言
」
を
「
間
」
 
い
合
い
 
「
通
」
わ
せ
 
 

な
が
ら
生
き
て
ゆ
く
も
の
で
あ
り
、
「
言
」
は
 
「
椎
」
え
て
は
困
る
存
在
な
の
で
あ
る
。
「
言
」
を
「
尽
」
し
、
心
を
尽
し
な
が
ら
生
 
 

き
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
両
者
 
（
言
を
尽
し
、
心
を
尽
す
）
 
の
表
現
は
、
共
に
 
「
萬
乗
集
』
 
に
は
印
象
深
く
し
つ
か
り
現
れ
る
 
 

の
で
あ
る
。
 
 
 

「
言
」
が
様
々
に
現
出
す
る
回
数
が
最
も
多
い
の
は
、
前
記
の
表
で
も
明
白
な
よ
う
に
、
巻
の
四
、
十
一
、
十
二
、
で
あ
り
、
い
 
 

ず
れ
も
三
十
例
を
越
し
て
殆
ど
同
じ
位
で
あ
る
が
、
実
に
面
白
い
こ
と
に
、
そ
れ
は
 
「
心
」
な
る
語
が
作
中
に
現
れ
る
回
数
が
E
十
 
 

例
以
上
と
最
も
多
い
巻
、
四
、
十
一
、
十
二
と
、
全
く
平
行
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
萬
菓
集
』
 
全
体
を
見
渡
し
て
も
、
「
心
」
な
 
 

る
語
と
「
言
」
表
現
の
出
現
回
数
は
、
各
巻
で
、
「
心
」
が
多
い
巻
は
「
言
」
も
多
く
、
「
心
」
が
少
な
い
巻
は
「
言
」
も
少
な
い
、
 
 

と
い
う
具
合
に
、
大
略
、
平
行
し
て
い
る
の
が
観
察
さ
れ
る
。
こ
れ
は
実
に
興
味
深
い
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
言
」
 
の
字
義
は
 
 

「
口
か
ら
出
る
心
」
 
（
加
藤
常
賢
『
漢
字
の
起
源
』
角
川
書
店
）
 
で
あ
っ
た
。
 
 
 

詩
歌
は
、
「
心
」
を
「
言
」
 
に
よ
っ
て
形
象
化
す
る
営
為
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
無
論
そ
の
営
為
は
、
「
心
」
な
る
語
や
「
言
」
表
現
 
 

を
作
中
に
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
り
し
な
い
で
成
さ
れ
る
場
合
が
遥
か
に
多
い
筈
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
本
邦
最
古
の
形
式
・
内
容
 
 

共
に
驚
く
べ
く
多
彩
で
多
種
多
様
な
詩
歌
集
に
見
ら
れ
る
「
心
」
と
 
「
言
」
表
現
の
実
態
は
、
詩
歌
の
本
質
を
実
に
よ
く
象
徴
し
て
 
 

い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
 
 
 

む
少
女
を
見
か
け
て
、
身
分
を
名
を
明
か
せ
と
促
し
、
自
分
の
方
か
ら
そ
れ
を
明
か
そ
う
と
詠
い
か
け
た
雄
略
天
皇
の
歌
だ
と
い
う
 
C
 
 

『
常
葉
集
』
 
開
巻
努
頭
の
作
品
は
、
籠
と
 
「
ふ
く
し
」
を
持
っ
て
岡
辺
で
疏
薬
類
を
摘
む
と
い
う
「
予
祝
の
た
め
の
行
為
」
 
に
励
 
 

も
の
で
あ
る
。
言
葉
を
自
ら
「
告
」
り
、
言
挙
げ
し
よ
う
と
始
ま
っ
た
こ
の
詩
歌
集
は
、
以
後
、
四
千
五
百
余
首
に
亙
っ
て
多
彩
に
 
 

「
言
」
と
 
「
事
」
と
を
連
ね
た
挙
句
、
新
年
の
正
月
の
今
日
降
る
こ
の
豊
年
の
瑞
兆
で
あ
る
大
雪
の
よ
う
に
、
更
に
も
っ
と
良
い
辛
 
 

が
積
れ
か
し
、
「
い
や
し
け
吉
事
」
と
希
求
す
る
大
伴
家
持
の
「
予
祝
的
な
意
味
を
も
つ
う
た
」
 
の
言
挙
げ
に
よ
っ
て
、
結
ば
れ
る
。
 
 

詩
歌
の
当
然
と
い
え
ば
当
然
な
が
ら
、
言
挙
げ
に
始
ま
り
言
挙
げ
に
終
る
、
そ
れ
が
、
『
高
菜
集
』
 
で
あ
っ
た
。
 
 

20   
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ム
二
〓
か
が
ふ
 
 

の
慣
用
句
は
、
集
申
次
の
一
．
十
七
回
（
閃
ほ
二
十
八
回
と
指
摘
す
る
が
、
「
恐
き
や
命
被
り
」
⑳
四
一
二
二
∴
を
「
大
君
の
命
恐
み
」
に
 
 

同
じ
、
と
記
し
て
い
る
の
で
こ
れ
を
加
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
）
 
で
あ
る
。
①
七
九
、
③
二
九
七
、
三
六
人
、
E
E
．
、
関
門
三
、
⑥
九
 
 

四
人
、
一
〇
一
九
、
一
〇
二
〇
、
⑧
一
四
幸
二
、
⑨
一
七
八
五
、
一
七
八
七
、
⑬
三
二
四
〇
、
．
三
一
九
一
 
（
戎
本
）
、
三
三
二
二
二
、
⑭
三
 
 

E
八
〇
、
⑮
三
六
四
四
、
⑰
二
九
七
一
二
、
四
〇
〇
八
、
⑳
甲
一
一
四
、
⑳
準
三
．
八
、
四
三
五
八
、
四
三
九
四
、
四
二
九
八
、
四
川
〇
三
、
 
 

四
閃
〇
八
、
四
四
一
四
、
四
四
七
二
。
 
 
 

な
お
、
「
大
岩
の
命
恐
み
」
と
い
う
慣
用
句
が
頻
出
す
る
が
「
み
こ
と
」
は
お
言
葉
 
 

注
 
 

以
下
、
本
稿
で
の
主
た
る
参
照
文
献
と
そ
の
略
記
。
 
 

［
聞
凶
 
高
梁
集
全
註
繹
 
式
日
祐
吾
 
十
六
冊
 
改
造
社
・
昭
二
三
～
六
／
増
訂
板
 
十
四
冊
 
角
川
番
店
・
昭
三
可
～
二
 
 

「て、l「・．「  

高
菜
集
私
注
 
土
屋
文
明
．
T
T
冊
 
筑
摩
草
居
・
昭
二
囲
～
三
一
／
新
訂
版
 
十
冊
 
昭
五
ノ
～
二
 
 

高
菜
集
 
（
円
本
古
典
文
学
大
系
）
高
木
市
之
助
・
五
味
智
英
・
大
野
晋
 
四
冊
 
岩
波
書
店
・
昭
三
二
～
七
 
 

ぶ
も
〃
」
か
ン
さ
L
㌧
か
 
 

高
菜
集
注
繹
浮
浪
久
孝
 
二
十
肝
 
小
央
公
論
社
・
昭
三
二
～
四
三
 
 

馬
薬
集
 
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
）
 
小
島
憲
之
・
木
下
正
倦
∵
東
野
泊
之
 
E
冊
 
小
学
館
∴
九
九
四
～
六
 
 

商
稟
集
（
ロ
本
古
典
集
成
）
青
木
生
千
・
井
手
圭
一
伊
藤
博
・
清
水
克
彦
・
橋
本
四
郎
、
瓦
肝
 
新
潮
社
・
喝
丸
▲
～
九
 
 

雲
集
（
習
本
の
古
典
）
小
島
憲
之
・
木
下
正
俊
・
佐
竹
昭
広
六
冊
小
学
館
・
昭
五
七
大
二
 
 

新
校
高
菜
集
 
澤
潟
久
孝
・
佐
伯
梅
友
 
創
元
社
・
昭
囲
七
 
 

馬
糞
集
・
本
文
簡
 
保
竹
昭
広
・
木
下
正
俊
・
小
島
悉
之
 
塙
書
房
・
昭
三
八
 
 

萬
巣
集
 
穆
久
・
森
山
降
編
 
桜
御
社
■
昭
五
九
 
 

馬
粟
集
 
卜
・
下
 
伊
藤
博
校
注
 
角
川
文
樺
・
昭
六
〇
 
 

例
解
古
語
辞
典
 
小
松
英
雄
‡
幹
編
 
三
省
堂
 
第
三
版
・
一
九
九
二
 
 

学
研
漢
和
人
字
典
 
藤
堂
明
保
編
 
学
習
研
究
社
・
昭
五
三
 
 
 

御
命
令
、
で
あ
る
。
恐
れ
多
い
、
の
意
だ
が
、
こ
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3
、
作
小
で
の
 
「
い
ふ
」
 
の
意
味
が
、
原
字
で
丑
＝
き
分
け
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
だ
が
、
「
臼
」
は
「
…
と
い
う
」
 
の
と
こ
ろ
に
使
わ
れ
て
い
 
 

そ
う
で
あ
る
が
、
「
云
」
と
 
「
言
」
は
、
阪
字
で
も
厳
密
な
書
き
分
け
は
無
理
か
も
知
れ
ず
、
集
中
で
も
意
識
的
な
使
い
分
け
は
殆
ど
な
 
 

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
。
 
 

4
、
例
え
ば
、
「
言
行
師
氏
 
言
仇
竺
〓
帰
」
 
（
周
南
・
葛
竿
）
 
の
各
行
頭
の
 
「
言
」
は
、
毛
伝
も
鄭
箋
も
「
我
」
と
読
む
。
「
形
弓
詔
今
 
受
言
 
 
 

蔵
之
」
（
小
雅
・
形
弓
）
は
毛
転
が
、
「
ぺ
言
加
之
 
輿
丁
宜
之
」
（
郵
風
・
盲
鶏
鳴
）
は
鄭
箋
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
言
、
我
也
」
。
そ
の
他
「
運
 
 
 

物
之
泄
也
 
言
輿
之
楷
逝
之
謂
也
」
 
嘉
子
・
山
木
）
 
は
、
陸
徳
明
が
「
言
、
我
也
」
。
（
『
康
難
字
札
ハ
』
、
「
漢
語
人
字
典
」
窮
し
ハ
巻
、
「
経
 
 

典
繹
文
』
 
参
照
）
 
 

先
の
「
言
出
〓
師
氏
」
の
「
言
」
を
「
し
ば
ら
く
そ
れ
［
毛
伝
］
 
に
従
わ
な
い
」
と
し
て
「
旬
の
は
じ
め
に
来
る
無
意
味
な
助
字
。
詩
経
 
 

の
な
か
の
言
の
字
は
お
お
む
ね
そ
う
で
あ
る
」
と
い
う
吉
川
幸
次
郎
注
 
『
詩
経
同
風
』
上
・
下
 
（
中
国
詩
人
選
鮭
・
岩
波
書
店
）
 
は
、
し
 
 

か
し
、
国
風
百
六
十
篇
の
小
に
出
て
く
る
紙
数
六
十
九
筒
の
 
「
言
」
 
の
う
ち
半
数
以
上
の
一
二
十
八
筒
を
「
我
」
と
読
む
。
 
 

『
爾
椎
k
 
滞
請
下
は
、
「
印
、
吾
、
台
、
予
、
朕
、
身
、
甫
、
余
」
と
共
に
「
言
、
我
也
」
と
す
る
。
 
 

「
文
（
体
）
 
は
人
な
り
」
 
（
ビ
ュ
フ
ォ
ン
）
と
い
う
が
、
人
は
何
を
如
何
様
に
「
言
」
う
か
に
よ
っ
て
そ
の
「
人
間
」
を
さ
ら
け
出
す
 
 

の
だ
か
ら
「
一
「
＝
」
に
よ
っ
て
「
筏
」
は
現
わ
れ
よ
う
。
「
我
思
う
［
考
う
］
、
故
に
我
あ
り
」
 
（
デ
カ
ル
ト
）
 
に
対
し
て
「
我
言
う
、
故
に
 
 

我
あ
り
」
だ
と
す
れ
ば
面
白
い
の
だ
が
、
「
我
と
同
子
音
で
あ
る
の
で
コ
‖
と
読
み
、
▲
人
称
に
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
」
（
吉
川
幸
次
郎
同
、
 
 

上
二
二
六
頁
）
。
同
子
音
と
い
う
理
巾
だ
け
で
は
と
で
も
満
足
で
き
な
い
が
、
最
近
の
優
れ
た
人
称
の
研
究
薔
と
さ
れ
る
周
法
話
⊥
中
国
 
 

古
代
語
法
・
稀
代
編
』
 
（
中
華
書
局
出
版
・
一
九
九
〇
）
 
は
、
「
言
」
が
「
我
」
 
の
意
に
な
る
な
ど
と
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
 
 
 

5
、
『
高
菜
葉
山
 
の
「
現
代
語
訳
」
と
い
う
の
は
、
古
代
の
人
利
言
葉
と
い
う
一
稚
の
外
国
語
を
、
現
代
の
日
本
語
に
（
翻
別
）
す
る
こ
と
に
 
 
 

等
し
い
が
、
（
翻
訳
）
と
い
う
の
は
飽
く
ま
で
も
（
翻
訳
）
な
の
だ
か
ら
、
文
芸
作
品
の
場
合
に
は
特
に
、
訳
者
の
作
品
解
釈
を
訳
話
古
 
 

体
に
、
原
文
に
は
な
い
語
句
を
使
っ
て
一
言
兼
と
し
て
入
れ
込
む
こ
と
は
、
極
力
控
え
た
い
も
の
で
あ
る
。
訳
者
が
当
該
の
作
品
を
十
分
に
 
 

解
釈
で
き
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
そ
の
卜
仝
な
解
釈
を
「
訳
」
に
盛
り
込
み
た
い
気
持
は
分
り
す
ぎ
る
枠
分
る
が
、
訳
者
∩
身
の
「
解
 
 
 

釈
」
を
読
者
に
そ
の
ま
ま
押
し
っ
け
る
こ
と
に
な
る
「
訳
文
」
「
訳
詩
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
訳
者
 
 

の
解
釈
は
、
別
に
注
な
り
論
文
な
り
で
示
せ
ば
よ
い
。
（
翻
訳
）
 
は
文
芸
作
品
の
場
合
に
は
、
外
囲
語
を
外
国
語
の
ま
ま
で
日
本
語
と
し
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心  「言」表現  

例  管  例  焦   
巻          数  凹 数  数  ロロ 数   

7  6  0  0  

11 lo 11 8 2 

18  17  14  10  3   

41  39  39  33  4   

7  6  5  4  5   

3  3  2  2  6   

Z3  23  20  18  

15  15  7  7  8   

9  9   6   9   

18  18      10   

44  44  33  30  

42  42  35  31  12   

27  24  18  12  13   

14  14  17  15  14   

10  9  5  4  15   

7  7  3  2  16   

22  17  10    17   

17  14  8  4  18   

18  14    7  19   

16  15    9  20   

371  346  269  220  総数   

て
揺
供
す
る
、
と
い
う
実
際
に
は
殆
ど
不
可
能
な
こ
と
を
す
る
の
が
、
翻
訳
者
の
仕
事
だ
と
思
わ
れ
る
。
最
小
限
の
語
句
で
現
代
請
訓
を
 
 

試
み
て
い
る
と
い
う
点
で
、
四
は
、
潔
癖
す
ぎ
る
群
で
あ
る
。
 
 

6
、
本
誌
前
‖
ケ
3
1
の
拙
稿
、
「
「
商
業
集
』
 
の
 
（
こ
こ
ろ
）
と
 
（
つ
ま
）
た
ち
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
稿
は
そ
れ
と
対
に
な
る
も
の
で
あ
る
へ
し
 
 

「
心
」
と
「
言
」
表
現
の
出
現
数
を
表
に
し
て
お
こ
う
。
 
 

巻
▲
の
八
十
四
苫
は
、
「
言
」
表
現
が
作
中
に
な
く
て
も
十
分
に
三
‖
挙
げ
」
し
て
い
る
作
品
だ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
 
 

尚
、
前
号
拙
稿
へ
の
補
遺
。
 
 
 

「
雲
合
者
相
接
る
も
の
を
小
山
川
の
虎
猫
川
守
る
ご
と
母
し
守
ら
ず
も
」
⑫
三
〇
〇
〇
 
 

の
初
旬
を
、
底
本
は
 
（
元
暦
校
本
も
囚
）
 
コ
、
ロ
ア
ヘ
バ
と
訓
ん
で
い
た
の
を
う
っ
か
り
見
逃
し
て
、
現
在
の
定
訓
の
よ
う
に
な
っ
て
 
 
 

い
る
タ
マ
ア
ヘ
 
［
ハ
］
 
バ
、
を
採
っ
て
「
心
」
 
の
中
に
入
れ
な
か
っ
た
。
コ
コ
ロ
の
例
が
増
え
る
の
を
書
こ
ん
で
、
「
笠
」
を
コ
コ
ロ
と
 
 
 

訓
む
こ
と
に
し
、
前
号
の
表
に
付
加
し
た
い
。
コ
コ
ロ
と
訓
む
原
文
が
「
霊
」
 
の
一
†
増
え
る
こ
と
に
な
り
、
「
心
」
 
の
数
と
作
品
数
が
 
 

一
つ
増
え
る
。
右
の
表
に
は
そ
う
し
て
あ
る
。
尚
、
凪
が
、
た
だ
一
本
だ
け
だ
が
広
瀬
本
に
「
意
合
着
」
と
作
っ
て
い
る
の
を
採
用
し
て
、
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こ
の
作
品
の
初
旬
を
「
意
ム
〓
者
」
と
改
訂
し
て
コ
コ
ロ
ア
ヘ
バ
と
訓
ん
で
い
る
の
は
誠
に
照
し
い
。
こ
れ
も
前
号
で
は
遺
憾
な
が
ら
見
落
 
 

と
し
た
。
阿
に
依
れ
ば
 
「
意
」
 
の
コ
コ
ロ
が
一
つ
増
え
る
こ
と
に
な
る
。
 
 

7
、
8
、
 
白
川
静
 
F
詩
経
 
小
国
の
古
代
歌
謡
h
 
中
公
新
市
一
九
七
〇
。
一
〇
二
、
一
〇
一
頁
。
 
 

コ
し
 
 
 

最
終
校
正
時
に
左
記
の
燃
犀
緻
密
な
論
考
の
存
在
を
知
っ
た
。
筆
者
の
小
明
に
よ
り
知
る
の
が
お
く
れ
て
間
に
合
わ
ず
、
言
及
で
き
な
 
 

か
っ
た
。
 
 
 

内
田
賢
徳
「
萬
葉
の
一
コ
＝
」
「
常
葉
」
 
（
萬
栄
甲
骨
）
 
丁
〓
二
十
三
号
 
（
昭
和
六
卜
一
年
二
月
）
 
三
一
「
五
九
頁
っ
 
 
 

萬
兵
学
に
関
し
て
筆
者
は
、
日
頃
研
り
に
触
れ
て
は
、
M
僚
の
畏
友
 
芳
賀
紀
雄
教
授
に
、
ま
た
、
中
国
文
学
関
係
で
は
同
じ
く
向
鴨
 
 

成
美
教
授
に
、
何
か
に
つ
け
て
致
ホ
を
仰
い
で
い
る
が
、
本
稿
を
初
め
と
す
る
拙
稿
の
誤
謬
、
不
備
、
不
行
塙
等
の
責
任
は
全
て
専
ら
筆
 
 

者
一
人
に
帰
す
る
こ
と
、
無
論
で
あ
る
へ
〉
尚
、
本
誌
前
号
と
本
号
の
拙
稿
は
、
そ
の
極
く
一
部
を
、
そ
れ
ぞ
れ
 
『
檎
』
 
E
L
M
 
（
細
川
謙
 
 

三
主
催
）
 
の
第
六
卜
六
号
 
（
一
九
九
三
年
十
一
月
）
 
と
第
八
十
川
＝
ゾ
 
（
一
九
九
六
年
十
一
月
）
 
に
発
表
し
た
∧
り
 
 


